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サ ブ ゼ ミ 日 程

8月2日～3日(8コース ･パ ラレル )
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回折 見 谷 薫 史

誘電体 飯 泉 仁

松 原 武 生

光物性 新 井 敏 弘

磁性 石 川 義 和

格子欠陥 二 宮 敏 行

竹 内 朋 之

一次元電子系

不安定系の散逸構造とゆらぎ

NormalFermiLiquid

固体結晶によるX線回折と中性子回折

中性子散乱の応用

ミクロ的理論

光学定数 とその測定法

遍歴電子系の磁性

転位の動力学

降伏 ･加工硬化 ･破壊

L 物性基礎論 Ⅰサブゼ ミ

一次 元 電 子 系 の理 論

講師 東北大理 鈴 村 順 三

今年のサブゼミは, 8月2日, 3日の両 日,公民館大会議室 にて行なわれた｡以下に

その概略 を記す｡

8月 2日午前

鈴村順三氏の講義

Intr｡duction として2次相転移 (peierls転移 )の分子場理論及び1次元系における揺

動効果について話 された｡この効果 を調べ る例 としてBGI)モデルを考 え, Vertexpart
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一次元電子系の理論

さらに singletsuperconductivityおよびCDWに対する応答関数を摂動論で計算 し,各次

数で最も発散の程度の高い項を集めた近似では,相転移が絶対零度の極限で起ることを

示 した｡これは Bogoliubov 不等式を用いて一般的に証明された 1,2次元での2次相

転移の一般論と一致する｡さらに上の結論は scaleinvarianceを仮定したくりこみ群の方

法からも導かれるo この方法により,絶対零度の極限で期待され る相転移がgl一g2平面

上に得られている｡実際の物質は一次元的な鎖の集まりと考えられ,鎖間のクーロン力

や e-p相互作用によって転移温度は有限になる｡さらに鎖間で電子の対が移動すると

仮定した分子場理論の方法が考えられているが,それについては,まだ議論の余地があ

る｡

8月2日午後

論文講読 :N.MenyhardandJ.S61yom:ApplicationoftheRenormalizationGroupTe-

ChniquetotheProblemofPhaseTransitioninOne-DimensionalMetallicSystems.I.Invariant

℃ouplings,Vertex,andOne-ParticleGreen'sFunction. ∫.LowTemp.Phys.12,529(1973).

JIS61yom:ApplicationoftheRenormalizationGroupTechniquetotheProblemofPhase

TransitioninOne-DimensionalMettalicSystems･II･ResponseFunctionsandtheGround-State

Problem.∫.LowTemp.Phys.12,549(1973).

論文紹介者 :永島道夫 東大物性研

相互作用としては,電子一電子の前方散乱 (g2)と後方散乱 (gl) のみ を考 えた

BGDモデルを使い,Peierls転移に関係した電荷密度波 (CDW )の他にスピン密度

波 (SI)W )や超伝導の可能性についてくりこみ群のLie方程式 を使って議論 した｡

絶対零度の極限で,どのような相転移が可能であるかを計算 し, gl>2g2,gl>0

では超伝導が,また 2g2>gl>0のときCDWとSDWが生じる可能性があることを示

した｡

8月3日午前

論文講読 :P.A.Lee,T.M.RiceandR.A.memm:Roleofinterchaincouplinginlinear

conductors.Phys.Rev.B15,2984(1977)

論文紹介者 :中原幹夫 京大理
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TTF-TCNQ のような物質は, 1次元的 な鎖の集まりと考えられる｡したがって

BGDモデルで表わされ る鎖の間に, クーロン力のような直接の相互作用を考える事が,

実際問題 として興味深くなってくる｡

MihalyandS61yomは,後方散乱 (gl)が負の場合にっいて,CI)Wのみが有限温度で

起こる事を示 した｡

gl>O の場合については,この論文において詳 しく調べられ, この領域 07中に も

CDW-の相転移が可能である事が分かった｡

ここでも-粒子グリーン関数および vertexが cutoffenergyの scalingの際に,その

cutoffenergy によらない定数倍になるという, scalingrelationから導かれ るLie方程

式を使って議論を進めている｡

(金子 )

結晶構造解析におけるⅩ線回折と中性子回折の役割

京大原子炉実験所 見 谷 薫 史

回折サブゼミは参加者 9名の少人数で体育館の一室で和気あいあいと行なわれた｡ゼ

ミの内容は講師によってまとめられたテキス トにそって進められ,講義形式 をとった｡

テキス トの内容は次の通 りであった｡

§1 序

§2 X線回折装置及び中性子回折装置について

§3 物質によるX線の散乱と中性子の散乱

§4 X線回折,中性子回折を用いた研究の例

§2でX線な らびに中性子回折装置について,いろいろの種頑の話があり, §3で回

折現象の基本的な数式の説明とX線回折と中性子回折の特徴の比較 がなされた｡§4で

回折に関する最近の トピックスを3つ出され,それは, 10~7S｡｡以下のX線回折,中性

子回折によるNaNO2分極反転の研究,Ⅹ-N差密度関数 を用いた結晶内分子結合電子

分布の研究であった｡ §2,3の基本的事柄に2/3,§4の最近の話題に1/3の時間が
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